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取手都市計画土地区画整理事業の決定（守谷市決定） 

 
都市計画新守谷駅周辺土地区画整理事業を次のように決定する。 

 

名   称 新守谷駅周辺土地区画整理事業 

面   積 約 13.5ha 

公

共

施

設

の

配

置 

道  路 

種別 名称 幅員 延長 備考 

幹線街路 
3･3･4 

取手守谷線 
25～37ｍ 約 260ｍ 

都市計画既決定（昭和 49

年 8月 1 日） 

上記の道路を骨格として、12m、10.5m、9.5m、8m の区画道路を配置する。 

新守谷駅への歩行者動線確保のため、歩行者専用道路（W=6ｍ、4ｍ）を 2箇所設け

る。 

公園及び 

緑地 

公園緑地は生活者が快適に歩ける距離に街区公園を配置する。 

 1 号公園：隣接する教育施設の斜面林と自然環境の調和した公園 

その他の 

公共施設 

地区内の雨水排水は、雨水管渠から、地区外の小貝排水路を通じて小貝川へ放流す

る。また、流出抑制施設として、各ゾーン内において地下貯留施設の整備を進出企業

等が行う。 

宅 地 の 整 備 

都市計画道路 3・3・4取手守谷線（国道 294 号）及び関東鉄道常総線新守谷駅の利

便性をいかし、地区西側と中央には流通系、商業施設の誘致を考慮した土地利用を配

置する。地区東側には戸建て住宅を基本とした住居系の土地利用を配置し、常磐自動

車道谷和原 IC に近接する複合的な市街地の形成を図る。 

「施行区域は、計画図表示のとおり」 

 

理 由 

地域の生活拠点としての機能強化や、新守谷駅、国道 294 号、常磐自動車道谷和原 IC と

の交通ネットワークをいかし、商業・業務施設、住宅地や公共施設の集積を高め、にぎわ

いと魅力のある都市拠点の形成を図るものである。 

 

 



取手都市計画　土地区画整理事業総括図
番　号 1

地区名 新守谷駅周辺地区

施行者 （仮称）新守谷駅周辺地区土地区画整理組合

施行面積 約13.5ha

理　　由 地域の生活拠点としての機能強化や、新守

谷駅、国道２９４号、常磐自動車道谷和原IC

との交通ネットワークをいかし、商業・業務

施設、住宅地や公共施設の集積を高め、に

ぎわいと魅力のある都市拠点の形成を図る

ため
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凡　　例

土地区画整理事業区域

座標系は平成１４年国土交通省告示第９号の

規定による第Ⅸ座標系、

（平面直角座標値は、世界測地系による）

投影は横メルカトル図法

図郭に表示してある座標値はキロメートル単位

方眼は０.５キロメートル間隔

高さの基準は東京湾の平均海面

等高線の間隔は２メートル

行 政 区 画

電子基準点

風　　　　　車

役場の支所及び

出　　張　　所

普　通　建　物

堅ろう無壁舎

（ハローワーク）

37.2

25.62

37.2

12.3

15.8

25.73

35.6

42.3

普通無壁舎

堅ろう建物

職業安定所

老人ホーム

森林管理署

水位観測所

工　　　　　場

揚・排水機場

送電線

独立樹(広葉樹)

トンネル・坑口

指示点

駐車場

町村・指定都市

の区界

砂れき地

浮桟橋

水がい線

及び跨線橋

プル畑

横断歩道橋

及路面電車

路面の鉄道

停留所

太陽光発電設備

市　　　　　界

記　　号

三　　角　　点

水　　準　　点

標石を有しない

標　　高　　点

図化機測定

による標高点

官　　公　　署

裁　　判　　所

検　　察　　庁

税　　務　　署

郵　　便　　局

屋　　　　　門

記　　念　　碑

　　　門

墓　　　　　碑

立　　　　　像

路　　傍　　祠

消　　防　　署

鳥　　　　　居

神　　　　　社

寺　　　　　院

キリスト教会

学　　　　　校

幼稚園・保育園

公会堂・公民館

保　　健　　所

病　　　　　院

銀　　　　　行

協　同　組　合

倉　　　　　庫

火　　薬　　庫

変　　電　　所

油井・ガス井

起　　重　　機

タ　　ン　　ク

煙　　　　　突

高　　　　　塔

電　　波　　塔

灯　　　　　台

灯　　　　　標

材　料　置　場

石　　　　　段

へ　　　　　い

か　　　　　き

交番・駐在所

有する図根点等

公共基準点

公共基準点

（三角点）

（水準点）

多角点及び標石を

灯　　ろ　　う

独立樹(針葉樹)

出　　入　　口

地下街･地下鉄等

茶畑

桑畑

竹林

針葉

樹林

芝地

湿地

樹林

荒地

園庭

さとう

きび畑

田

畑

果樹園

樹木畑

その他の

広葉

樹林

しの地

やし科

はい松地

洞　　　　　口

噴火口・噴気口

温　泉・鉱　泉

ガソリンスタンド

北海道の支庁界

都・府・県界

所　　属　　界

大字・町(丁)界

建設中の鉄道
建設中の道路

真　幅　道　路

庭　　園　　路

徒　　歩　　道

歩道・分離帯

道　　路　　橋

徒　　　　　橋

並　　　　　木

人　工　斜　面

土　　堤　　等

道路の雪覆い等
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特　殊　軌　道
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自然災害伝承碑

（茨城県地盤沈下水準点　基準日　平18.1.1）
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令和　３年　１月

令和　３年　７月 茨城県守谷市
令和　４年　３月

(１)

(２)つくばみらい市 平成２３年　２月

第９系

Ｔ.Ｐ

等高線間隔

座　標　系

基　準　面

２ｍ 　（助言番号） 令3　関公　第137号」

「この測量成果は、国土地理院長の助言を受けて得たものである。
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